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流氷間近
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１月下旬になると，知床の海に流氷が現

れ厳しい冬の到来です。流氷はアムール川

河口付近で生まれ，次第に大きさを増して

いきます。そして，南下し北海道へ向かい

ます。

流氷が多いと魚が多く集まり豊漁になる

といわれています｡それは頑ぜかというと，

流氷の下には植物性のプランクトンが多く

付着し，それを餌にするカニやホタテ，動

物,性プランクトンが集まってきます。その

動物性プランクトンを求め多くの魚達が集

まって来るからです。

そして，その魚達を求めてやって来たオ

オワシやオジロワシ，アザラシ達の姿を見

ることができます。

港まで入って来たゴマフアザヲシが海面

から顔を出して可愛いまん丸い同でこっち

をじ－つと見た折に，アザラシと目が合い

嬉しくなった思い出があります。
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jgF 流氷の下ではコマーシャルにもよく出て

いる，あの有名象クリオネを観察できます。

流氷が接岸した海岸沿いの浅瀬で小指の爪

くらいの繊細なクリオネを見た時の感動を

今でも思い出します。

流氷の下には豊かな生き物達の営みがあ

ります。流氷は人間や励物達に自然の恵み

をもたらします。
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山女は純白の雷に鞍われ風景はモノトー

ンとなりました。知床は観光客も去って静
けさの中で新たな年を迎えています。

しかし、一歩街を離れれば、たくさんの

動物達が活動しています。鋭い眼差しのオ

オワシ、黒っぽい冬毛に綴われたエゾシカ

などは国道から普通に見ることが出来ま

す。また、森林の中へ踏み込めば、イチイ

の洞から外を覗くエゾクロテン、水禽を枝

つたいに渡るエゾリスに出会えることもあ

ります。ちなみにヒグマは冬眠中です。
人間には新しい世紀の始まりでも動物に

とってはいつもと同じ冬の到来です。ドン
グリの不作などどこ吹<風で、たくましく
冬を乗り切ることでしょう。

L４ 
－グーグーンーゾーー’￣’￣ソー’￣グーグーシー’－－ターテゾーナーゾーテグーゾープーグーグーゾーグージーグーンーンーンー’■

零霧 親子木工体験

１月１３日（±）９時～１２時

小枝、木の葉、流木、小布などを使って親子で作りましょう、
お申込、お問合せは電話01522-3-3009へどうぞ。鞠
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冬はイベント用にスキーを練習し、蒜はタイミングを逃さず草木の
芽吹きをカメラに収めたい。Ｈ、Ｔ、

昨年のイベントでは、蝶の縞を聞かれて困ったことがあったので、
今年は草花に訪れる蝶の名前と姿を一致させたい。 Ｙ、Ｓ、

今年は１２年前に登ったきりの羅臼岳登山に挑戦したい。そのため
にも余分な脂肪をおとしたい。目標？ｋｇＳｐ．
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昨年は知床連山をユ|旨|で縦走したが、風景や櫛山植物を見る余裕が
なかったので、今年は１～２泊くらいかけて風景や高山植物をゆっく
り見ながら縦走したい。Ｈ・丁．
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jiL ,lil/１ 人の動き

１２月１日付けで、３年間に渡って活剛された企画官の田畑英喜さんが

北見分局指導計画第二lMR経営計画企画係長に異動されました。
永い間ご苦労様でした。 蕊
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新年明けましておめでとうございます凸
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『ミズナラ礎巣繊興閣鷺』

知床は今
知床半島今年はドングリ凶作

年度別堅果個数及び重童
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丙lllll■■ 繁弛を終えたオオワシは秋になると，繁殖

地を離れ越冬のために温暖で餌を求めるこ

とのできる北海道を中心にした北日本に数

多く移動してきます。

オオワシは流氷に乗って来るわけでな

く，サハリンから宗谷へと陸づたいに南下

します。北海道ではオオワシlま冬鳥で，知

床で普通に観察されるようになるのは１０

月下旬からです。

越冬期間中のオオワシは知床半島や根室

半島と国後脇の間を行き来してスケソウダ

ラ等を餌として食べ，春３月には繁殖地に

戻り始め、流氷が去ってゆく４月にはほと

んど見られなくなります。

これから流氷で海面が埋め尽くされるま

での問，斜里からウトロに至る海岸沿いで

は勇壮なオオワシやオジロワシの滑空が見
られるでしょう。

１２月、斜里町からウトロに向かう国道

の海岸沿いでたくさんのオオワシが上空を

錬っているのが見られた。中には、木の枝

に止まり餌を足で押さえ、ついばんでいる

オオワシもいました。

オオワシはタカ科オジロワシ属に属する

大型の猛禽類です。オジロワシ属は海ワシ

風とも呼ばれ海岸や大きな湖，河川など水

辺を住み場所に魚を主食とし、その仲間ば

オジロワシやハクトウワシなど世界に８種

が生息しています。

オオワシはこの中で最も大きく、全長は

１ｍを越え翼を広げると最大２ｍ４０ｃｍ

にもなります。羽の色は黒と白のコントラ

ストが美しく，鮮やかな黄色の大きなクチ

バシ，がっしりとした黄色い脚には大きく

鋭い爪があり，オオワシは美しく勝つ勇壮

な姿をした鳥です。

オオワシの繁殖地は,カムチャッカ半島，

アムール川下流域，サハリン北部，マガダ

ンリ,１１歳どのオホーツク海の沿岸部等です“
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当センターが実施している「ミズナラ堅

果結実調査」の今年の調査結果がまとまり

ました。この調査は知床半島の主要な樹種

の－つであるミズナラについて，ドングリ

の結実状況を調べ，その変動の様子を明ら

かにするもので，平成元年から毎年実施し

ています。

調査地を知床半働内の国有林に設けて，

２５本のミズナラを調査対象としています。

ドングリの収集方法は，各調査木の;技の

下に，１鯨四方の寒冷紗で．作ったシードト

ラップ（袋状のわな）を８個ずつ殻置し，

そこに落下するドングリを集めます。

集める期間は９月中旬から１０月中旬ま
で，－週間おきに５回収集しました。

集めたドングリを持ち帰り、重さ、長さ、
太さを測ります。

その結果、図のように、豊作だった昨年
から一転して凶作となりました。

調査木１本あたりの堅果生産数はわずか

に58粒で、調査してきた12年間の中でも平

成７年に次ぐ少ない数です。

また、１粒あたりの重避も1.5鈩と平成７
年、５年についで軽くなりました。

本年は生産数が少ない上に重職も軽いと

いう典型的な凶作となっています。

調査地以外の状況を見ても、知床半島の

ミズナラはおしなべて堅果の実りは少ない
ようです。

ドングリの豊凶は野生勤物に深刻な影響

を与えます。特にドングリを大好物として

いるヒグマや冬眠せず雪を掻きながら孫食

するエゾシカにとっては，厳しい冬となる弓
でしょう。

知床半島の生態系をしっかり支えている

ミズナラ堅果の凶作は，今冬の野生動物た

ちになんらかの影響を与えるにちがいあり
ません。
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魑集室から：平成１２年の－年間に当センターのホームページヘアクセスして頂いた数は

約６，７００件でした。たくさんのご訪問ありがとうございました。

今年もよろしくお願い致します。

籟集室から：平成１２年の－年間に当センターのホームページヘアクセスして頂いた数は

約６，７００件でした。たくさんのご訪問ありがとうございました。

今年もよろしくお願い致します。


